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大
三
島
分
校
は
、
正
式
名
称
は
愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学
校
大
三
島
分
校
で
あ

り
、
瀬
戸
内
海
の
し
ま
な
み
街
道
沿
い
の
大
三
島
に
あ
る
。
大
三
島
は
、
か
つ
て

は
島
の
西
半
分
が
大
三
島
町
、
東
半
分
が
上
浦
町
の
二
町
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

平
成
の
大
合
併
の
折
に
今
治
市
と
合
併
し
た
。
人
口
は
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二

年
）
に
ピ
ー
ク
の
二
万
三
千
四
百
人
ま
で
達
し
た
。
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
て

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
の
国
勢
調
査
で
は
、
お
よ
そ
五
千
七
百
人
に
な
っ

て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
年
）
に
愛
媛
県
立
大
三
島
高
等
学
校
並
び
に
瀬
戸

崎
分
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
分
校
を
廃
止
し
つ
つ
募
集
定
員
を
増
や
し
、

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
に
は
第
一
学
年
募
集
定
員
が
二
百
名
と
最
大
数
に

な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
募
集
定
員
を
減
ら
し
、
平
成
一
七
年
に
は
愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学

校
大
三
島
分
校
と
名
称
変
更
し
、
第
一
学
年
募
集
定
員
が
四
〇
名
と
な
っ
た
。

　

大
三
島
分
校
の
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
は
全
国
の
高
校
魅
力
化
の
取
り
組

み
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
取
り
組
み
に
は
次
の
背
景
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
上
述
の
よ
う
に
島
嶼
部
の
高
校
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
島
嶼
部
と
い

う
条
件
不
利
地
域
に
立
地
し
て
い
る
の
で
、
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
、
人
口
減
少

が
激
し
い
こ
と
が
生
徒
募
集
を
困
難
に
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
で
島
嶼
部

の
高
校
で
あ
る
こ
と
は
、
自
然
が
豊
か
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
教
育
に
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
地

元
が
強
力
に
高
校
を
支
援
す
る
こ
と
、
と
い
う
長
所
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
廃
校
の
危
機
と
向
か
い
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
少
子

論
考地

域
活
性
化
と
連
動
し
て
い
る
大
三
島
分
校
の
高
校
魅
力
化

青
山
学
院
大
学　

樋
田　

大
二
郎
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化
に
よ
る
生
徒
数
減
少
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
各
都
道
府
県
は
高
校
の
再
編
整

備
の
検
討
基
準
を
設
け
て
い
る
。
愛
媛
県
の
県
立
学
校
再
編
整
備
計
画
基
準
で
は
、

（
一
）
生
徒
数
の
減
少
、（
二
）
生
徒
の
多
様
化
、（
三
）
市
町
村
合
併
の
進
行
、（
四
）

県
財
政
の
悪
化
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
分
校
は
「
入
学
者
数
が
三
一
名
に
満
た
な

い
年
が
三
年
続
く
と
翌
年
度
か
ら
の
生
徒
募
集
を
停
止
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

地
元
の
大
三
島
の
中
学
生
数
が
少
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
三
一
名
は
少
な
く
な

い
人
数
で
あ
る
。

　

し
か
し
廃
校
の
危
機
と
向
か
い
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
は
、
大
三
島
分
校
の
長
所

に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
の
言
葉
通
り
に
、
危
機
感
が

意
欲
的
な
高
校
改
革
を
可
能
に
し
、
ま
た
、
町
民
の
支
援
を
掘
り
起
こ
し
て
大
三

島
分
校
の
魅
力
化
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

　

大
三
島
分
校
は
、
今
や
先
進
的
で
、
元
気
で
、
地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
魅
力
的
な

高
校
で
あ
る
。
第
２
号
に
収
録
し
た
教
務
主
任
の
吉
住
牧
人
先
生
の
ご
寄
稿
「
愛

媛
県
立
今
治
北
高
等
学
校
大
三
島
分
校
に
お
け
る
学
校
魅
力
化
の
取
組
―
―
地
域

資
源
及
び
地
域
活
性
化
活
動
を
核
に
し
た
教
育
活
動
の
実
践
を
通
し
て
―
―
」
に

あ
る
よ
う
に
、
大
三
島
分
校
は
「
大
三
島
の
歴
史
や
文
化
等
の
調
査
・
研
究
」、「
地

域
活
性
化
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
高
校
の
意
見
交
流
」、

「
高
校
生
の
手
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
・
実
践
」
を
柱
に
、
毎
週

の
よ
う
に
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
三
島
分
校
は
、
県
立
学
校
再
編
計
画
が
示
し
た
四
つ
の
課
題
の
う
ち
、（
一
）

生
徒
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
本
土
や
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
を
行
う
こ
と
で
克

服
し
て
い
る
。（
二
）
生
徒
の
多
様
化
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
を
長

所
と
し
て
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本

土
や
全
国
か
ら
の
生
徒
が
入
学
す
る
こ
と
や
、
全
国
の
高
校
、
地
域
、
組
織
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び
と
進
路
の
可
能
性
は
広
が
っ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
社
会
に
開
か
れ
る
こ
と
で
、
地
元
地
域
や
都
市
の
多
様
な
素
材
が
教
材
と

な
っ
て
い
る
。（
三
）
市
町
村
合
併
の
進
行
に
関
し
て
は
、
平
成
の
大
合
併
で
、
大

三
島
に
あ
る
二
町
が
今
治
市
の
一
部
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
三
島
分

校
は
今
治
市
に
あ
る
一
〇
校
ほ
ど
の
本
校
と
分
校
の
内
の
一
校
に
す
ぎ
な
く
な
っ

た
が
、
大
三
島
に
と
っ
て
は
島
に
一
校
の
高
校
で
あ
る
。
こ
の
た
め
今
治
市
と
の

合
併
後
も
大
三
島
の
住
民
は
共
同
体
を
維
持
し
て
い
る
。
生
徒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
に
出
て
き
た
夕
涼
み
会
（
夏
祭
り
）
の
復
活
は
、
む
し
ろ
共
同
体
の
絆
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
地
元
が
活
性
化
の
途
上
に
あ
り
、
元
気
な
こ
と
で
あ
る
。
元

気
な
U
タ
ー
ン
者
と
I
タ
ー
ン
者
が
島
で
家
業
を
継
承
し
た
り
、
起
業
し
た
り

し
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
関
係
人
口
が
島
の
活
性
化
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
生
徒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
語
ら
れ
た
よ
う
に
高
校
生
も
感
じ
て
お
り
、

生
徒
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
動
機
付
け
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

夕
涼
み
会
は
、
高
校
教
員
を
含
む
元
気
な
Ｕ
タ
ー
ン
者
と
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
飲
み

会
の
中
で
、
か
つ
て
大
三
島
に
あ
っ
た
夏
祭
り
を
復
活
さ
せ
た
い
と
話
が
盛
り
上

が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
U
タ
ー
ン
者
が
語
っ

た
と
こ
ろ
で
は
、
自
分
が
高
校
時
代
に
お
祭
り
で
浴
衣
を
着
た
の
と
同
じ
よ
う
に

今
の
分
校
の
高
校
生
に
も
浴
衣
を
着
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
の
が
夏
祭
り
復

活
の
動
機
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
と
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
高
校
生
が
協
力
し
て
、
島
民
を
集

め
た
大
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
・
運
営
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
定
住
者
で
は
な
い
が
、
世
界
的
建
築
家
の
伊
東
豊
雄
氏
は
関
係
人
口

と
し
て
大
三
島
分
校
の
生
徒
と
地
域
活
性
化
を
行
っ
て
い
る
（
前
述
の
吉
住
牧
人

教
務
主
任
の
寄
稿
文
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
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伊
東
豊
雄
氏
以
外
に
も
、
Ｆ
Ｃ
今
治
オ
ー
ナ
ー
の
岡
田
武
史
氏
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ

社
長
の
青
野
慶
久
氏
も
大
三
島
分
校
を
支
援
し
て
い
る
。

◇

　

高
校
活
性
化
と
地
域
活
性
化
は
車
の
両
輪
で
あ
る
。
大
三
島
分
校
の
活
性
化
は

地
域
活
性
化
と
連
動
し
て
い
る
。

　

地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
大
な

損
失
で
あ
る
。
高
校
生
は
地
域
の
元
気
の
象
徴
で
あ
り
、
様
々
な
行
事
の
担
い
手

で
も
あ
る
。
高
校
が
な
く
な
る
と
、
U
タ
ー
ン
や
I
タ
ー
ン
へ
の
負
の
影
響
が
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
で
は
、
高
校
生
が
地
元
市
町

村
に
出
て
、
市
町
村
の
資
源
の
利
活
用
を
行
う
こ
と
で
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
地
元
に
地
域
活
性
化
と
連
動
す
る
魅
力
化
の
高
校
が
な
い

こ
と
は
、
高
校
を
エ
ン
ジ
ン
と
す
る
地
域
活
性
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

都
道
府
県
の
高
校
再
編
整
備
の
運
用
で
は
、
高
校
が
存
続
す
る
こ
と
の
意
義
を

考
え
て
、
ル
ー
ル
の
弾
力
的
な
運
用
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
高
校
の
再
編
整
備

に
至
る
前
に
、
生
徒
の
全
国
募
集
、
市
町
村
と
県
立
高
校
の
協
働
に
よ
る
「
高
校

魅
力
化
」
を
行
う
動
向
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
高
校
魅
力
化
の
動
向
を
全

国
規
模
で
牽
引
（
当
人
た
ち
は
伴
走
と
い
う
表
現
を
用
い
る
）
し
て
い
る
団
体
や

仕
組
み
と
し
て
、
私
の
知
人
が
か
か
わ
っ
て
い
る
範
囲
で
い
う
と
、
文
科
省
の
「
地

域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」、
一
般
財
団
法
人
地
域
・
教

育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
地
域
未
来
留
学
フ
ェ
ス
タ
」
等
の
活
動
、
認

定
N
P
O
法
人
カ
タ
リ
バ
の「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、株
式
会
社
プ
リ
マ
ペ
ン
ギ
ー

ノ
の
公
設
塾
支
援
な
ど
が
高
校
魅
力
化
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

大
三
島
分
校
の
高
校
魅
力
化
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
全
国
規
模
の
モ
デ
ル
や
仕

組
み
を
活
用
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
三
島
分
校
は
、
文

科
省
の
事
業
へ
の
申
請
を
し
て
い
な
い
し
、
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て

い
な
い
し
、
プ
リ
マ
ペ
ン
ギ
ー
ノ
の
公
設
塾
支
援
も
受
け
て
い
な
い
。
上
述
の
全

国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
全
国
募
集
の
た
め
に
地
域
未
来
留

学
フ
ェ
ス
タ
へ
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

　

大
三
島
分
校
を
訪
問
し
て
印
象
的
な
の
は
、
大
三
島
分
校
の
独
創
性
、
内
発
性
、

自
主
性
、
積
極
性
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
の
創
造
性
や
地
域
性
で
あ
っ

た
。
大
三
島
分
校
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
し
、
普
遍
的
で
な
い
し
教
科
書
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

廃
校
危
機
の
回
避
策
と
し
て
、
地
域
の
内
発
的
な
動
向
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
や
、

地
元
行
政
や
地
元
住
民
、
そ
し
て
関
係
人
口
で
あ
る
島
外
の
企
業
・
組
織
な
ど
の

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
三
島
分
校
の
魅
力
化
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。
前
述
の

吉
住
牧
人
先
生
の
ご
寄
稿
に
あ
る
よ
う
に
、
大
三
島
分
校
は
様
々
に
地
域
と
の
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

◇

　
『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
２
号
は
、
大
三
島
分
校
生
徒
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

得
ら
れ
た
資
料
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
、
同
校
の
吉
住
教
諭
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
寄
稿
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
校
教
育

改
革
が
、
生
徒
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
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が
『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
２
号
の
使
命
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
と
な
っ

た
生
徒
は
、
大
三
島
分
校
で
の
学
び
か
ら
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
自
分
を
表
現

し
他
者
と
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
と
触
れ
あ

う
機
会
を
得
て
、
地
域
か
ら
の
期
待
を
感
じ
、
地
域
を
好
き
に
な
り
、
地
域
と
協

働
す
る
こ
と
を
好
き
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
将
来
の
地
域
人
材
と
し

て
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
今
治
北
高

等
学
校
大
三
島
分
校
の
生
徒
さ
ん
、
分
校
長
二
神
弘
明
先
生
、
教
務
主
任
吉
住
牧

人
先
生
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潤
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。
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